
（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
全体事業費：8,373百万円
・揚水機場 ２ヶ所
・用水路整備 L=23.0ｋｍ

FRMP φ600～φ1,650mm

H14 8,200

【事業目的】
水路のパイプライン化により、

水管理を省力化することで、優良
農地を適切に維持保全し、安全
安心な食料生産につなげていくこ
とを目的としています。

H20 8,373

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

事業の効果
事業の環境面への配

慮及び事業による環境
の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

○事業の課題
・現在、農業就業人
口は減少するととも
に、65歳以上の占
める割合が増加し
ており、農家の高齢
化の進行や、後継
者不足が懸念され
ています。
・農家数の減少な
どにより、農業者だ
けで農地や農道、
用排水路の維持管
理が困難な状況と
なっています。

○課題の解決方針
・水資源の効率的
な利用や水管理の
省力化につながる
用水路のパイプラ
イン化を進めること
により、担い手農家
の育成と農地の集
積を促進し、安定
的な農業経営がで
きるよう支援してい
きます。
・農業用施設の維
持管理を農家のみ
ならず、非農家も含
めた活動とするた
め、農地や、農業
用施設、農村環境
の保全向上を図る
「多面的機能支払
制度」の積極的な
活用を支援してい
きます。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

なお、今後、事業
効果がより発現さ
れ地域の農水産
業の振興につなが
るよう、担い手の
確保等に努められ
たい。

県民の意見 今後の課題 委員会意見概要 事業方針概要
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501

か
ん
が
い
排
水
事
業

①事業完了後、認定
農業者の増加や、農
地集積が進み、農業
経営の合理化が進
みました。

②費用対効果
B／C＝1.23＞1.0

・アンケート結果からも
事業実施前後の自然
環境は大きく変わって
いないことが伺えま
す。

上段：認定農業者数
下段：農地集積面積

平成14年
22人
62ha

平成26年
29人
605ha

地区内の住民に対しア
ンケートを行いました。

・事業及び施設の認知
度が78％程度となっ
た。

・農業面での効果は、
全体の75％程度の方
が良くなったと回答。

・事業を契機に農業際
などの地域活動が盛ん
になった。

農地集積は進んだ
が、新たな課題とし
て、農業に携わらな
い人の増加に伴う農
業離れにより、地域
で一体となった活動
が難しくなってきてお
り、地域全体で農業
を支えていく仕組み
づくりが課題となって
います。

鈴
鹿
川
沿
岸

鈴
鹿
市

H4



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
全体事業費：2,637百万円
・排水機場の増設

φ1500×330ps×2台
（縦軸斜流ポンプ）

・排水路の改修 L=2,908m

H17 1,831

【事業目的】
大雨による湛水被害から排水機
場の設置により農地及び人家等
を守る目的で事業を実施した。

H21 2,637

排水機場の受益内の
住民に対しアンケート
を行いました。

・事業及び施設の認知
度が45％程度となっ
た。

・農業面での効果は、
全体の7割程度の方が
良くなったと回答。

・「安全・安心感が増し
た」、「排水が良くなっ
た」、「道路の冠水がな
くなった」などの意見が
あった。

南海トラフ地震発生
の可能性が高まって
おり、排水機場への
耐震化が必要です。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

なお、今後、事業
効果がより発現さ
れ地域の農水産
業の振興につなが
るよう、担い手の
確保等に努められ
たい。

○事業の課題
南海トラフ地震発生
の危険性が年々高
まってきており、地
震後にも排水機能
が確保できるよう
に、排水機場の耐
震化を進める必要
があります。

○課題の解決方針
現在、既設の排水
機場についての耐
震調査を進めてお
り、耐震対策の必
要な排水機場につ
いては、早急に耐
震対策を進めてい
きます。また、事業
の計画時において
は、防災効果の向
上はもとより、担い
手の確保につなが
るような防災事業
の実施に努めてま
いります。

①事業完了後、湛水
による農地や人家等
への被害は発生して
いません。

②費用対効果
B／C＝1.03＞1.0

・工事の施工時には、
汚濁防止フェンス等の
濁水対策を行いまし
た。

・アンケート結果からも
事業実施前後の自然
環境は大きく変わって
いないことが伺えま
す。

上段：認定農業者数
下段：農地集積化率

平成19年
119人
21.7％

平成22年
135人
22.7％

平成26年
163人
26.7％

委員会意見概要 事業方針概要事業の効果
事業の環境面への配

慮及び事業による環境
の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題
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（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
1号防波堤(Ｌ＝142.5m)
2号防波堤(Ｌ＝194.9m)
1号突堤(Ｌ＝60m)
2号突堤(Ｌ＝48.5m)
-3.0m泊地浚渫(Ａ＝5,597㎡)
-3.0m岸壁(Ｌ＝426.9m)
浮桟橋(N＝1.0基)
道路(1)(Ｌ＝634.9m)
道路(2)(Ｌ＝410m)
関連道(Ｌ＝1,222m)

H22 5,006

【事業目的】
答志島には３つの漁港があるも

のの、荒天時には安心して停泊
できる岸壁が不足していたこと
や、離島という地理条件により漁
具干場等の漁港施設用地が不足
していたことから、主要産業であ
る漁業活動に支障を来していまし
た。

そこで、これらを改善するため、
答志島の北側に舟越漁港を整備
し、防波堤等により港内静穏度を
確保し、さらに岸壁・用地整備等
により漁業作業環境を整えること
により、漁業活動の効率化及び
安全性の向上を図るとともに、島
内の避難港を整備しました。

H21 5,667

委員会意見概要

事

業
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番

号

事業方針概要

県
営
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

503
舟
越

鳥
羽
市
答
志
島

H6

◆費用便益費
B/Ｃ＝１．６０

・避難港整備による
避難時間・経費の削
減
・のり共同加工場委
託による摘採量の増
加
・係留作業状況の改
善（労働環境改善）
・災害時の避難経路
及び避難場所の確
保
・住民の交流促進と
コミュニティーの醸成

◆その他の効果
・漁船係留や漁船上
下架作業時の安全
性向上
・海苔漁業者の労働
力軽減による持続性
向上

◆環境面への配慮
舟越漁港に防波堤を

整備したことにより、前
面の消波ブロック・被
覆石を基盤として藻場
が創出されました。

◆環境の変化
＜良い環境の変化＞

ナマコやタイ・スズ
キ・メバル等の根付き
の魚が漁獲されてお
り、新たな生物生産の
場として機能していま
す。

また藻場は、水質浄
化等の自然環境の保
護・修復する機能を
持っていることから、水
質浄化効果が発現さ
れています。

＜悪い環境の変化＞
自然がなくなり、アサ

リ等の貝掘りができな
くなったというアンケー
ト回答がありました。

◆漁業生産の状況
H6年に整備を開始して

から、以下のように、答志
島の水産業の情勢は変化
しました。
① 魚価の低迷、燃油の

高騰
② 漁業者の高齢化と
     後継者不足

◆答志島３漁港の状況
全国、三重県、答志島3

漁港の漁船隻数の推移、
陸揚金額の変化、漁業従
事者の変化について、H５
年を１とした比率でみる
と、全国、三重県全体に比
べ、漁船隻数、漁業従事
者の減少割合は、答志島
3漁港のほうが低い傾向に
あります。特に漁業従事者
数は、平成5年に対して8
割を維持しており、全国・
三重県の5～6割を上回り
ます。また、答志島3漁港
の漁業従事者（正・準組合
員数）は586人（H25）と、人
口の約3割、就業者数の
約4割を占めています。製
造業、観光業等も、漁業が
あってこその業種です。漁
業者自らが、養殖、藻場再
生等を積極的に実施し、
今後の発展のための取り
組みを行っています。

答志島では、漁業が盛
んで、島の基幹産業であ
り、水産業、すなわち島の
生活の発展につながる、
漁業整備等の水産基盤の
整備・環境保全が必要で
す。

◆アンケート調査結果
当漁港の利用者及

び背後住民を対象に実
施したアンケートを実
施しました。主な意見
は次のとおりです。

◇舟越漁港の整備に
ついての意見

約６割の漁業者が以
前より使いやすくなった
と回答しています。

◇舟越漁港及び関連
道の利用目的について
の意見

漁業者は、９割が漁
業作業及び荒天時避
難、１割が水産加工
で、漁港を利用してい
ると回答しています。

また、関連道は、６割
が漁業目的、４割が余
暇・生活道路として利
用しています。

◆今後の漁港整備
舟越漁港は、答

志島全体における水
産物の安定供給を
実施するために、答
志漁港、和具(答志)
漁港、桃取漁港それ
ぞれの漁港における
課題として、避難場
所、多重係留、生産
力向上等を解消する
ために整備を進めて
きました。
現状、島内避難場所
としての機能や答志
漁港の多重係留は
改善されてきました
が、和具(答志)漁港
や桃取漁港の舟越
漁港利用による生産
力向上等につながる
拠点整備は十分解
消されておらず、課
題となっています。

今後、課題への対応
として、以下の事項
について、検討を進
めていきたいと考え
ております。

①答志支所、和具
(答志)支所、桃取支
所の漁業活動拠点
（防災拠点）としての
整備。

②舟越漁港と桃取
漁港との間の関連道
路の整備。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

なお、今後、事業
効果がより発現さ
れ地域の農水産
業の振興につなが
るよう、担い手の
確保等に努められ
たい。

競争力を強化する
ために、これまで各
漁港で担ってきた
流通や水産加工な
どを拠点漁港に集
約し、選択と集中に
よる漁港の拠点化
を図るよう努めてい
きます。また、水産
業の担い手の確
保・育成のために、
市町、漁協や三重
県漁業担い手対策
協議会等と連携し、
新規就業者の定着
支援対策などの充
実を進めることで、
地域の漁業振興に
努めていきます。

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配
慮及び事業による環境

の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
護岸工(Ｌ＝765.1m)
護岸工(改良)(Ｌ＝260m)
突堤(1)(Ｌ＝40m)
突堤(2)(Ｌ＝12.5m)
南防波堤(Ｌ＝70m)
自然調和型防波堤(1.0式)
防波堤撤去(Ｌ＝140m)
-2.0ｍ泊地(Ａ＝245㎡)
-3.0ｍ泊地(Ａ＝2,720㎡)
-3.0ｍ泊地(Ａ＝5,076㎡)
-3.0ｍ岸壁(Ｌ＝130m)
-3.0ｍ岸壁(1)(Ｌ＝64m)
-3.0ｍ岸壁(2)(Ｌ＝124m)
-3.0ｍ岸壁(蓄養)(Ｌ＝61m)
-3.0ｍ岸壁(改良)(1.0式)
浮桟橋(N＝1.0基)
船揚場(1)(1.0式)
船揚場(2)(1.0式)
道路(Ｌ＝497m)
用地(Ａ＝6,168㎡)

H21 7,339

【事業目的】
当漁港は、神島唯一の港であり

漁業のみならず生活物資搬入な
ど島民の生活に欠かせない施設
です。しかしながら、荒天時には
安全に係留することができない状
況であることや、港内の泊地は狭
小で船舶の航行に支障を来たし
ており、用地・係留施設も慢性的
に不足した状態でした。

また、市営定期船乗り場は、潮
の干満差が大きく、船への乗降
が危険であり物資の積み卸しに
大変な労力伴うため、改善が望
まれていました。

これらを改善するため、護岸・防
波堤等の整備により港内静穏度
を確保し、岸壁・浮桟橋・船揚場
等の整備により陸揚げ等の作業
環境を改善し、漁業活動及び島
民生活の効率化及び安全性の向
上を図りました。

H21 7,750

採択年
度

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

今後の課題 委員会意見概要 事業方針概要
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事
業
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島

H6

◆費用便益費
B/Ｃ＝１．３１

・港内静穏度向上に
よる避難回数の削減
・用地確保による作
業の効率化
・係留施設整備によ
る労働環境の改善
・定期船利用客の利
便性の向上
・救急搬送時間の短
縮

◆その他の効果
・漁船係留や漁船上
架作業時の安全性
向上
・一般利用客の安全
性の向上

◆環境面への配慮
神島漁港の外郭施

設に自然調和型マウン
ドを整備したことによ
り、前面の石積みマウ
ンドを基礎として新た
な藻場が創出されまし
た。

◆環境の変化
＜良い環境の変化＞
 現在、アラメ・ワカメ・
クロメ・ホンダワラ等が
繁茂しており、イワガ
キ・アワビ・イセエビ・ス
ズキ・タイ等の生物生
産の場として機能して
います。神島のイワガ
キは、整備後の自然調
和型マウンドで漁獲さ
れるものであり、イセエ
ビ等は資源保護の観
点から禁漁としている
ため、水産生物の餌
場、隠れ場・休息場、
産卵場として、増殖効
果が得られています。

また藻場は、水質浄
化等の自然環境の保
護・修復する機能を
持っていることから、水
質浄化効果が発現さ
れています。

＜悪い環境の変化＞
便利になったもの

の、海の風景が悪く
なったと感じる島民も
います。

◆漁業生産の変化
H6年に整備を開始して

から、以下のように、神島
の水産業の情勢は変化し
ました。

① 魚価の低迷、燃油の
高騰

② 漁業者の高齢化と後
継者不足
しかし、このような状況は
神島に限らず全国でも同
様の傾向であり、水産業
の衰退が問題となってい
ます。

◆神島漁港の状況
全国、三重県、神島漁港

の漁船隻数の推移、陸揚
金額の変化、漁業従事者
の変化について、H5年を1
とした比率でみると、全
国、三重県全体に比べ
て、漁船隻数、漁業従事
者の減少割合は、神島漁
港のほうが低い傾向があ
ることがわかります。特
に、漁業従事者数は、人
口約400人に対して、漁業
従事者(正・準組合員数)が
人口のほぼ半数を占めて
おり、神島の基幹産業と
なっています。今後、水産
業を持続し、島の生活を支
えるために、漁業整備等
の水産基盤の整備・環境
保全が必要です。

◆アンケート調査結果
当漁港の利用者及

び背後住民を対象に実
施したアンケートを実
施しました。主な意見
は次のとおりです。

◇漁港利用者の意見
約７割の漁業者が、

以前より良くなったと回
答しています。

◇地域住民の意見
漁業関係者以外で

は、約６～７割が以前
より良くなったと回答し
ています。

◆今後の漁港整備
神島漁港は、地域

の主産業である漁業
活動の拠点、生活物
資搬入などの島民生
活の拠点として、重
要な役割を果たして
いますが、漁業者の
減少と高齢化、漁港
施設の老朽化など多
くの課題があります。

現在、漁業者の減
少と高齢化という課
題はあるものの、品
質の高いタコ、タイ、
イワガキ等の生産性
は維持されているこ
とから、今後は漁港
施設の機能強化や
保全及び維持管理を
推進していきたいと
考えております。

① 高齢漁業者が
安全に作業ができる
係留施設(岸壁)等の
整備

② 漁業後継者の
獲得を目指し、安定
した漁家所得につな
がる漁港整備（機能
強化）

③ 老朽化の進む
既設施設の維持・保
全

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

なお、今後、事業
効果がより発現さ
れ地域の農水産
業の振興につなが
るよう、担い手の
確保等に努められ
たい。

競争力を強化する
ために、これまで各
漁港で担ってきた
流通や水産加工な
どを拠点漁港に集
約し、選択と集中に
よる漁港の拠点化
を図るよう努めてい
きます。また、水産
業の担い手の確
保・育成のために、
市町、漁協や三重
県漁業担い手対策
協議会等と連携し、
新規就業者の定着
支援対策などの充
実を進めることで、
地域の漁業振興に
努めていきます。

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的 県民の意見

事

業

名

事業の効果
事業の環境面への配

慮及び事業による環境
の変化



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
全体事業費：568百万円
・堰堤工：2基

H22 450

【事業目的】
土石流による災害から人家や道
路等を保全することを目的とし
て、砂防事業を実施した。

H22 568

採択年
度

事業の効果
事業の環境面への配

慮及び事業による環境
の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的 委員会意見概要 事業方針概要

砂
防
事
業

505

庵
座
谷
川

菰
野
町

H13

①事業完了後、土石
流による人家や道路
等への被害はなく、
保全されている。

②費用対効果
Ｂ／Ｃ＝1.1 ＞1.0

③その他の効果
・山地森林被害抑止
効果
・交通途絶による機
会損失の防止（県道
朝明渓谷線）
・波及的効果

・現地の発生材を利用
して、堰堤下流の流路
工や護岸（巨石積）を
施工した。

・朝明川上流域には朝明
渓谷、朝明キャンプ場があ
り、日帰りも宿泊も可能な
人気のレジャー施設となっ
ている。近年のアウトドア
志向の高まりにより、鈴鹿
国定公園に位置し豊かな
自然を持つこの地域の人
気、価値はますます高まっ
ている。

流域の施設利用者を
対象にアンケートした
結果、

石流危険渓流であるこ
とを知らなかった。

事により安心感が向上
したと評価しているが、
19％が安心感が向上
されていないと評価し
ており、その理由として
「工事の効果が分かり
にくい」という意見が多
かった。
・64％が砂防事業の今
後にのあり方につい
て、ハード対策とソフト
対策を並行して進める
べきであると考えてい
る。

・危険箇所等がわか
らないとの意見があ
ることから、ソフト対
策として、市町の防
災対策部局、観光施
設管理者とも連携
し、地元住民だけで
なく来訪者にも危険
箇所の把握や避難
態勢を円滑に行える
ように支援していくこ
とも重要であると考
えられる。
・事業実施の際に実
施状況や事業効果
についても広く周知
を図る工夫をしていく
必要があると考えら
れる。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

今後の事業実施に
あたっては、実施状
況や事業効果につ
いてさらに周知を図
る工夫をしていくこ
とや、地元住民だ
けでなく来訪者も危
険箇所を把握し、
避難を円滑に行え
るように市町への
支援に努めます。



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
泊地（-3.0m) A=2.3ha
防波堤（南） L=144.2m
防波堤（中２） L=160m
波除堤（１） L=80m
波除堤（２） L=30m
臨港道路 L=465m
浮桟橋護岸 L=150m

H21 2,728

【事業目的】
津松阪港は、中南勢地域の物流
拠点として、また地域開発の拠点
として重要な役割を果たすため、
昭和46年3月に津・松阪両港を合
併し、同年4月に重要港湾に指定
されている。
当地区は、広範囲に及ぶ新たな
人の交流を促し、地域活性化の
起爆剤になるものとして、平成17
年2月17日の中部国際空港の開
港に合わせ、高速船による海上
アクセス拠点「津なぎさまち（津新
港）」を整備した。

H21 2,728

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配
慮及び事業による環境

の変化
事業方針概要

港
湾
改
修

（
重
要

）
事
業

506

津
松
阪
港

（
贄
崎
地
区

）

津
市

H14

津なぎさまちの整備
に伴い、中部国際空
港との海上アクセス
を就航したことによ
り、旅客の移動コスト
削減が図られた。

○事業効果の評価
平成27年時点でB/C
は、2.81 である。

○良好な景観の形成
旅客ターミナルの整備
に伴い、イベント等に
利用される交流広場や
レストランやレンタカー
の店舗を擁する民間
商業施設が建設され、
寄港する旅客船の停
泊や航行の景観を楽し
む環境が整備された。

○旅客者数の変化
平成17年の開港以降3年
間は、年間40万人から30
万人を超える利用者数が
みられ、その後は平成20
年から平成26年まで安定
して約25万人の利用者数
を得ている。
平成24年より、松阪港区
から中部国際空港への直
行便が廃止となり津港区
を経由する事となり、約2
万人の利用者が増加し
た。

○アンケート調査の概
要
平成27年5月4日（祝
日）及び、6月16日（平
日） 高速船乗船者に対
し、本事業に対する利
用者の意見を把握する
ため、アンケート調査を
実施した。アンケート用
紙は、待合室の発券場
付近で手渡しによる配
布を行い、両港の発着
桟橋付近で回収箱によ
り回収した。回収率は
96.6％(配布数795部・
回収数768部)。

○旅客の移動効率化
の効果
便利な交通手段の為、
便数を増やして毎時運
行して欲しい。減便なく
続けて欲しい。

○不満、改善を要する
指摘
ハイシーズン時におい
て駐車場が不足してい
るため、駐車場を増や
して欲しい。

○施設の適正な維
持管理
・高速船が発着する
主要な施設である浮
桟橋について、予防
保全による適正な維
持管理を実施してい
く必要がある。
・所定の水深を確保
するため、定期的な
水深の計測と航路・
泊地の浚渫を行って
いく必要がある。

○施設の利用促進
に向けた取り組み
アンケート調査に
よって得られた県民
の意見を施設運営
者と管理者が情報共
有していく必要があ
る。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

○事業の課題
事業完了後には、
高速船が発着する
主要な施設である
浮桟橋の維持管
理、航路・泊地の水
深確保をおこなって
いく必要がありま
す。

○課題の解決方針
浮桟橋等の県管理
施設について、年2
回の日常点検や5
年に1回の定期点
検により変状およ
び劣化の有無・程
度を確認し、必要に
応じて修繕をおこな
います。航路・泊地
については、簡易
な深浅調査や船舶
運航者からの情報
提供に基づき、航
行に支障を及ぼす
箇所について部分
的に対策を進めて
いきます。

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題 委員会意見概要



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
潜堤 3基（580m）

H25 6,000

【事業目的】
当海岸は、砂浜の侵食が進み、
自然の砂浜が有する消波機能が
低下し、太平洋の荒波が直接来
襲するため、過去には伊勢湾台
風や第2室戸台風により、背後地
の国道42号線ならびに人家が甚
大な被害を受けてきました。その
対策として、高波を人工的に減衰
させるとともに砂浜の安定化を図
り背後地の生命・財産を守る目的
で、平成４年より本事業に着手し
ました。 H22 5,153

採択年
度

事業の効果
事業の環境面への配

慮及び事業による環境
の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題

市

町

名

全体事業概要と目的 委員会意見概要 事業方針概要

海
岸
高
潮
対
策
事
業

507

木
本
港
海
岸

熊
野
市

H4

○事業の効果
整備前は、太平洋の
荒波が来襲した場
合、波は大きなまま
海岸に押し寄せ、堤
防を越えて侵入し、
家屋等に浸水被害
が発生する恐れがあ
りましたが、潜堤の
整備後は深浅測量
等により砂浜の回復
が確認でき、多数の
台風や高潮等の高
波に対して、当海岸
では海岸保全施設
及び背後地への被
害は発生せず、防護
機能を発揮すること
ができました。

○事業効果の評価
平成２７年度時点で
Ｂ／Ｃは、３．４４で
す。

○事業実施上の環境
面への配慮
木本港海岸は、吉野
熊野国立公園内にあ
ることから景観に配慮
し、天端が水面下に没
する潜堤を採用しまし
た。
これにより、国立公園
の自然景観が維持さ
れています。

○社会経済情勢等の変化
木本港海岸を通る浜街道
や周辺の鬼ヶ城・花の窟
神社などは、平成１６年に
世界遺産に登録されまし
た。さらに、紀勢自動車道
や熊野尾鷲道路といった
自動車専用道路が延伸さ
れたことにより、近年、浜
街道や花の窟神社への来
訪者数が増加傾向であ
り、自然景観を保つことが
より一層重要となっていま
す。

○アンケート調査の概
要
平成２７年７月 木本町
の住民に対してアン
ケートを配布しました。
（配布部数 ３０５部、
回収部数１５３部、回収
率５０％）

○波の来襲に対する
安全面に関する満足
度
安全面に対する満足
度は、「満足」、「どちら
かといえば満足」で約５
割を占める結果となり
ました。

○環境面及び景観面
に関する満足度
環境面及び景観面に
対する満足度は、「満
足」、「どちらかといえ
ば満足」で約６割を占
める結果となりました。

○利用面に関する満
足度
利用面に対する満足
度は、「満足」、「どちら
かといえば満足」で約６
割を占める結果となり
ました。

○事業全体に対する
満足度
事業全体に対する満
足度は、「満足」、「どち
らかといえば満足」で
約７割を占める結果と
なりました。

今後の海岸事業に
おいても、地域住民
の方々に理解をいた
だき、安全面・景観
面・利用面の満足度
が向上するように取
り組みます。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

高潮・侵食事業を
実施したことにより
砂浜の回復が確認
でき、高潮や波浪
による背後地への
被害は発生してい
ません。また、防護
区域の住民の方々
を対象に事業効果
についてアンケート
調査を実施したとこ
ろ、両事業に対して
約7割の方が満足し
ていただけたことが
判りました。
今後の高潮・侵食
事業の実施にあ
たっては、地域の
安全・安心の向上
のため、これまでの
取組みを一層進め
てまいります。

事

業

名

番

号

箇

所

名



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
人工リーフ 4基（800m）

H31 7,754

【事業目的】
当海岸は、砂浜の侵食が進み、
自然の砂浜が有する消波機能が
低下し、太平洋の荒波が直接来
襲するため、過去には伊勢湾台
風や第2室戸台風により、背後地
の国道42号線ならびに人家が甚
大な被害を受けてきました。その
対策として、高波を人工的に減衰
させるとともに砂浜の安定化を図
り背後地の生命・財産を守る目的
で、昭和６２年より本事業に着手
しました。 H22 6,626

委員会意見概要 事業方針概要

海
岸
高
潮
対
策
事
業

508

御
浜
地
区
海
岸

御
浜
町

S62

○事業の効果
整備前は、太平洋の
荒波が来襲した場
合、波は大きなまま
海岸に押し寄せ、堤
防を越えて侵入し、
家屋等に浸水被害
が発生する恐れがあ
りましたが、人工リー
フの整備後は深浅測
量等により砂浜の回
復が確認でき、多数
の台風や高潮等の
高波に対して、当海
岸では海岸保全施
設及び背後地への
被害は発生せず、防
護機能を発揮するこ
とができました。

○事業効果の評価
平成２７年度時点で
Ｂ／Ｃは、２．５３です

○事業実施上の環境
面への配慮
御浜地区海岸は、吉
野熊野国立公園内に
あることから景観に配
慮し、天端が水面下に
没する人工リーフを採
用しました。これによ
り、国立公園の自然景
観が維持されていま
す。

○社会経済情勢等の変化
御浜地区海岸を通る浜街
道は、平成１６年に世界遺
産に登録されました。さら
に、紀勢自動車道や熊野
尾鷲道路といった自動車
専用道路が延伸されたこ
とにより、近年、浜街道の
来訪者数が増加傾向であ
り、本海岸を保つことがよ
り一層重要となっていま
す。

○アンケート調査の概
要
平成２７年７月 阿田和
地区の住民に対してア
ンケートを配布しまし
た。

（配布部数 １７２部、
回収部数５１部、回収
率２９．７％）

○波の来襲に対する
安全面に関する満足
度
安全面に対する満足
度は、「満足」、「どちら
かといえば満足」で約７
割を占める結果となり
ました。

○環境面及び景観面
に関する満足度
環境面及び景観面に
対する満足度は、「満
足」、「どちらかといえ
ば満足」で約６割を占
める結果となりました。

○利用面に関する満
足度
利用面に対する満足
度は、「満足」、「どちら
かといえば満足」で約６
割を占める結果となり
ました。

○事業全体に対する
満足度
事業全体に対する満
足度は、「満足」、「どち
らかといえば満足」で
約７割を占める結果と
なりました。

今後の海岸事業に
おいても、地域住民
の方々に理解をいた
だき、安全面・景観
面・利用面の満足度
が向上するように取
り組みます。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

高潮・侵食事業を
実施したことにより
砂浜の回復が確認
でき、高潮や波浪
による背後地への
被害は発生してい
ません。また、防護
区域の住民の方々
を対象に事業効果
についてアンケート
調査を実施したとこ
ろ、両事業に対して
約7割の方が満足し
ていただけたことが
判りました。
今後の高潮・侵食
事業の実施にあ
たっては、地域の
安全・安心の向上
のため、これまでの
取組みを一層進め
てまいります。

事

業

名

番

号

箇

所

名

市

町

名

全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配
慮及び事業による環境

の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

県民の意見 今後の課題



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

平成２７年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

完了年度 総事業費

前回 前回

最終 最終

【全体事業概要】
道路延長 L=504m
道路幅員 W=22.0m

H21 3,365

【事業目的】
久居駅から国道165号までのアク
セス時間の短縮、安全・安心な歩
行者自転車空間の確保、良好な
景観の形成、都市防災機能の向
上の実現を図るものです。

H22 3,420

県民の意見 今後の課題 委員会意見概要 事業方針概要
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全体事業概要と目的
採択年

度
事業の効果

事業の環境面への配
慮及び事業による環境

の変化

事業を巡る社会経済情勢
等の変化

沿道の住民の方を対
象に当該路線に関する
意見を得るため、アン
ケート調査を実施し、
490票の回答を得まし
た。
アンケートの結果、当
該路線について良いと
感じるところは、「安全
性」、「アクセス性」、
「景観形成」の点が挙
げられました。一方、悪
いと感じるところは、
「混雑の増加」、「安全
性の低下」の点が挙げ
られました。

街路事業は、都市内
において実施する道
路の改築・新築事業
であり、市民生活や
経済活動に伴う交通
の円滑化を図るのみ
ではなく、災害時など
に活用できる道路と
しての機能強化、都
市の基盤として「まち
づくり」に大きく寄与
する重要な役割を
担っています。
このため、今後も引
き続き、これら多岐
にわたる事業効果を
考慮しつつ、事業箇
所の重要性、緊急性
を勘案しながら、計
画的な整備を推進し
ていきます。

事業の効果につい
ては評価結果の妥
当性を認める。

なお、交通渋滞
等あらたに発生し
た課題について、
地域住民や関係
機関等と密接に連
携して協議し解決
に努められたい。

今後、同様の街
路事業について
は、定性的な効果
についても検証を
行い事業効果につ
いてわかりやすい
説明に努められた
い。

国道１６５号との
交差点において
は、感知式信号機
を設置し渋滞緩和
を図っていますが、
平成２７年１２月１６
日に当該交差点に
おける交通調査を
行ったところ、朝、
夕方に直進・左折
車線で渋滞が発生
することを確認まし
た。

この結果を受け、
公安委員会と協議
を行い、当該事業
箇所側の信号の青
時間を調整してもら
うことになりました。

今後も交通の流
れを継続的に確認
し、より柔軟に交通
状況の変化に対応
できるよう信号現示
の設定を公安委員
会と調整していくと
ともに、歩行者に
は、近接する国道１
６５号を横断する地
下道を利用してい
ただくよう働きかけ
を行います。

今後、同様の街
路事業における定
性的な効果につい
ても、地域へのヒア
リング等を実施し、
出された意見につ
いて調査・分析を行
い、その結果を用
いた分かりやすい
説明に努めます。
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H9

■費用便益費
・B/C＝1.1

■その他の効果
・整備前は、旧県道
と国道165号とは立
体交差であるため、
路線相互の流出入
については側道によ
るアクセスが必要で
したが、当該路線の
整備によって、国道
165号に平面交差で
接続し、国道165号と
のアクセスが良くなり
ました。

・道路の両側に4.0m
の自歩道が整備さ
れ、安全な歩行空間
を確保することがで
きました。また、波及
効果として、旧県道
の自動車交通が相
川小戸木橋線に転
換し、歩道のない旧
県道の安全性も向上
しました。

・電線共同溝事業に
より電柱、架線を地
中化し、空が広く、美
しく見える良好な景
観が形成されまし
た。

・電線共同溝事業に
よる電線類の地中化
により、大規模地震
などの自然災害によ
る電線切断や電柱
倒壊などの被害を防
止しするとともに、ラ
イフラインの寸断を
防止します。

排水性舗装の採用に
より、騒音を抑えること
で、周辺住民への配慮
をしました。

国道23号の中勢バイパス
は、平成27年2月に県道家
所阿漕停車場線から国道
165号までの間（6.0km）が
開通し、全線33.8kmのうち
約28.1km（約83％）を供用
したことから、国道165号
へのアクセスの良い相川
小戸木橋線の重要性はま
すます高まっています。


